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国家建設（Nation-driven State）」モデルとを定式化し、分析の基本枠組みを提示している。   
第2章では、現地ボスニアの各グループが自らの価値に基づき国家像を競い合う状況を「価値の政治」と称し、その
前提となるナショナリズム論に関する先行研究を丹念に渉猟することによって民族ナショナリズムと宗教ナショナリ
ズムの違いに着目し、世俗的宗教集団、原理的宗教集団、穏健派民族集団、過激派民族集団という４集団の類型化を
通じてボスニアにおける対立の構図を明らかにした。 
第3章では、2006年に行われたボスニアの憲法改正プロセスを振り返り、上記の４つの集団の間でいかなる価値の政
治が行われたのかを検証した。この憲法改正努力はセルビア系の過激派民族集団とボシュニアック及びクロアチア系
の世俗的宗教集団の間での合意形成が実らず、失敗に帰するが、筆者は、その原因として、国際社会が民族ナショナ
リズムを否定しても、政教分離の原則を重視する立場から個人の信仰の権利を保護する方針をとったことにより、民
族ナショナリズムが宗教化を指摘する。 
第4章では、以上の考察を踏まえ、ボスニアでは現地のナショナリズム理解を欠いた国際社会主導の国家建設支援が
かえって現地のアイデンティティ・グループ間の対立を刺激し、さらなる混乱を招いた教訓を明らかにし、宗教の視
点を導入した援助調整の必要や現地の求めるNation-driven State像に向けた整合的な援助の提供、現地の人々の「人
間の安全保障」と内発性を重視した支援を提言する。 
本論文は、ナショナリズムや国際平和構築支援などに関する多くの先行研究とボスニアの支援の現場における本人
の援助従事者としての経験及び関係者へのインタビュー取材などに加え、当研究科の制度を積極的に活用したライデ
ン大学での在外研究でも研鑽を重ね、議論を精緻化させた。本論文での所見や提言はもっぱらボスニアの平和構築支
援の現場においては有効ではあったも、他のケースにどれほど応用が可能かは疑問が残るものの、学術と政策の両面
からボスニアの未来の形成に知的貢献をしようとする意欲的な研究として、審査委員会は一致して本論文が博士（国
際公共政策）の学位を授与するに値すると認定した。 
 
 
 
 
 
